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お知らせ１月

ア
ロ
ハ
音
楽
祭

　

周
防
大
島
な
ら
で
は
の
２
月
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ロ
ハ

音
楽
祭
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

様
々
な
楽
器
に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
音
楽
、
音
楽
と
フ
ラ
と
の
競
演
、

も
ち
ろ
ん
フ
ラ
も
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
９
日
㈰　

午
後
１
時
～

■
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
主
催　

　

ア
ロ
ハ
音
楽
祭
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
国
際
交
流
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
０
１
２

日
本
子
守
唄
協
会
に
よ
る

公
演

■
内
容

○
お
話

　

西
舘
好
子

　
（
日
本
子
守
唄
協
会
理
事
長
）　

　

青
木
新
門

　
（
作
家
・「
納
棺
夫
日
記
」
な
ど

の
著
者
）

○
演
奏　

二
胡
の
演
奏　

姜
暁
艶

　
（
ジ
ャ
ン
・
シ
ョ
ウ
イ
ェ
ン
）

○
合
唱　

大
島
混
声
合
唱
団

■
日
時　

１
月
25
日
㈯　

　

開
演　

午
後
３
時

■
場
所　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　

　
前
売　

１
０
０
０
円

　

当
日　

１
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料
　　
　

■
主
催

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
子
守
唄
協
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
ふ
る
さ

　

と
づ
く
り　

の
ん
太
の
会

■
後
援　

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

　
周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
ふ
る
さ

と
づ
く
り　

の
ん
太
の
会　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
１
５
０

周
防
大
島
文
化
交
流
講
座
の

ご
案
内

　
周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
周
防
大
島
の
過
去
・
現
在
・

未
来
を
考
え
る
講
座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
・
上
席
総
括
学
芸
員

の
高
橋
啓
一
氏
を
お
招
き
し
て
、

地
域
と
博
物
館
・
資
料
館
の
関
係

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

■
講
師　

　

高
橋
啓
一
氏
（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

博
物
館
・
上
席
総
括
学
芸
員
）

講
師
略
歴
：
日
本
大
学
文
理
学
部
応

用
地
学
科
卒
業
、
京
都
大
学
理
学
部

研
修
員
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学

部
助
手
、
講
師
。
滋
賀
県
教
育
委
員

会
事
務
局
文
化
部
文
化
振
興
課
を
経

て
、
１
９
９
６
年
4
月
よ
り
滋
賀
県

立
琵
琶
湖
博
物
館
勤
務
。
古
琵
琶
湖

時
代
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
動
物
相

の
起
源
と
変
遷
の
解
明
な
ど
の
研
究

を
進
め
る
ほ
か
、
地
域
と
連
携
し
た

博
物
館
活
動
を
推
進
す
る
。
著
書
に

『
化
石
は
語
る
‐
ゾ
ウ
化
石
で
た
ど

る
日
本
の
動
物
相
‐
』（
八
坂
書
房
）

な
ど
。

■
演
題
　
博
物
館
の
「
木
」
か
ら

地
域
の
「
森
」
へ

■
日
時　

　

2
月
16
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

■
会
場
　
周
防
大
島
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
研
修
室

■
定
員
　
40
名
（
参
加
多
数
の
場

合
は
先
着
順
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

○
み
か
ん
餅
と
ポ
ン
カ
ン
あ
ら
れ

づ
く
り 

・
日
時
　

　

２
月
13
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所
　
工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

・
体
験
料
　
１
０
０
０
円

・
受
入
人
数
　
５
～
６
人

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
陰
様
で
協
力
隊
2
年

目
に
突
入
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
が
明
け
た
ば
か
り
で
恐
縮
で

す
が
、
去
年
の
話
題
を
ふ
た
つ
ほ

ど
お
届
け
し
ま
す
。

　

11
月
23
日
・
24
日
に
東
京
池
袋

で
行
わ
れ
た
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
約

２
０
０
の
島
々
が
集
い
、
島
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
約

20
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
都
市

に
暮
ら
す
島
好
き
が
島
の
暮
ら
し

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。
前
回
ま
で
は
客
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
出
展
者
と
し
て
、
さ
ら
に
ス
テ
ー

ジ
で
は
「
周
防
大
島
で
見
つ
け
た

日
本
一
」
と
い
う
お
話
も
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。「
日
本
一
餅
を
ま

く
島
（
で
あ
ろ
う
）」
と
い
う
こ
と

で
、
餅
ま
き
も
し
た
の
で
す
が
、

ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
の
盛
り
上
が
り

で
し
た
。
餅
ま
き
は
東
京
で
も
大

人
気
で
す
。

　

12
月
15
日
に
行
わ
れ
た
大
島
一

周
駅
伝
で
は
沿
道
で
応
援
を
し
た

だ
け
で
す
が
、
地
元
を
選
手
が
走

る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
町
内
マ

マ
友
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
妻

が
走
っ
て
い
た
り
、
知
り
合
い
の

役
場
の
職
員
が
走
っ
て
い
た
り
、

ま
る
っ
き
り
他
人
事
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
そ
の
走
る
姿
に
勇
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
も
が
ん
ば

り
ま
す
！

　

さ
て
、
毎
月
恒
例
「
島
く
ら
す

海
そ
う
じ
」
新
年
一
発
目
は
和
田

の
海
岸
を
清
掃
し
ま
す
。
1
月
26

日
㈰
午
前
11
時
よ
り
行
い
ま
す
。

翌
週
に
控
え
た
サ
ザ
ン
セ
ト
大
島

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
前
に
美
し

い
景
観
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
折
り
返
し

地
点
近
く
の
和
田
を
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
が
気
持
ち
よ
く
駆
け
抜
け
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
11

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

▲ 11 月 23 日・24 日
アイランダーでの
餅まきの様子


